
西南開発(株)

＜法人の概要＞

所在地：愛媛県八幡浜市保内町

創 立：昭和２６年１０月

資本金：７，５００万円 売上高：７，１７０百万円（平成２３年）

（うち農業：１５３百万円、うち農業関連事業：０万円）

役 員：６名（うち農作業従事１名）

従業員数：１８４名、うち農業従事者３１名 平成３年９月（有）グリーンハウス西南にて

経営面積：０．５９ha 営農作物：胡蝶蘭 宇和町でスタート。平成１９年８月から西南

農業開始時期：平成１９年８月 開発㈱の一部門とした。

所在地・・・西予市宇和町 愛蘭都（通称）

＜農業参入に至った経緯・動機＞

・事業の多角化の一環として農業分野に進出。

・品質管理部門にて胡蝶蘭の実生苗の生産が可能だった事がきっかけ。

・現時点での評価は、非常に厳しい経営である。

愛 蘭 都 胡蝶蘭（出荷前）

（写真を貼付）

※農場の全景、農作業の風景、

農作物の写真など

（写真を貼付）

※農場の全景、農作業の風景、

農作物の写真など

＜農業参入することを決めてから営農開始まで＞

・農地の確保については保内町で検討していたが、適当な農地が見つからず、

宇和町で見つかった。自ら探したのであるが、大変苦労した。

・改正農地法で参入要件が緩和されたことには一定の評価ができる。

・バイオの技術を生かし、胡蝶蘭の生産を決めた。

・参入することを決めてから、一番困った事は土地探し、次に販売をどの様に

するか、品質の安定化等、約２年の歳月を要した。



＜営農開始から現在まで＞

・本業を通じての関係取引先への直販、花卉市場への出荷。

・栽培技術においても独自の技術で行っている。

・出来る限り地元採用を優先し、地域活性化に繋げるよう頑張っている。

・設立当初、農林漁業金融公庫（現、日本政策金融公庫）の特別枠の融資を受

けた。

＜今後の農業経営の展開方向＞

・経営規模については現状維持で行う。

・新たな作物としては、同じ蘭科のバンダ等を検討中。

・新たな販路として、生花店への直接卸への取り組みを検討中。

ハウス内（冷房室）
出荷時期ごとに分けている
手前：およそ4～5ヵ月後の出荷

仕立作業
蘭を陶器鉢に植え込み、固定する作業

＜今後農業に参入しようとしている法人へのアドバイス＞

特になし

（写真を貼付）

※上記「特徴的な取組」に関連

する写真など

（写真を貼付）

※上記「特徴的な取組」に関連

する写真など


